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Dボンド-55
高性能セメント混練型接着剤・下地調整材

●現場でセメントを入れて混ぜるだけで使用できます。
●厚生労働省指針値策定物質（13物質）や有機溶剤を使用していません。

特徴

JA IA　Ｆ☆☆☆☆ 骨材入ペースト状

性状
□主成分      アクリル樹脂系エマルジョン
□使用・保管温度       5～35℃ 
□張り付け可能時間    45分以内
□有効期限          　   6ヵ月
□標準使用量    　　   約1.5～1.8kg 

用途
□適用仕上材　　　  陶器質タイル、せっ器質タイル、磁器質タイル、レンガ質タイル、石材、陶板
□適応下地 モルタル、コンクリート、コンクリートブロック、ALC、石膏ボード、合板

※ALC、コンクリートブロック下地には、EPプライマーまたは水打ち処理が必要です。

〈不適用箇所〉　酸等の耐薬品性を必要とする箇所、50℃以上の高温水中、海水中、直火等の高温に曝される箇所、
　　　　　　　天井、FRP防水や金属等の非吸水下地面

□適応箇所 台所、洗面所、浴室、浴槽（養生7日間以上）、トイレ床、外装、サウナ室

※石膏ボードや合板下地の場合、Ｄボンドｰ55とセメントを混練したものを下ごすりし、乾燥後、再度混練した
　張り付けモルタルで張り付けて下さい。
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Dボンド-55
高性能内装陶磁器専用タイル接着剤

強力＆低価格

１.使用方法
［標準配合比］

●Dボンド-55 100に対してセメント 80（重量比）

［混練方法］

●セメント適量の約半量を最初に加えてよく混練し、その後残りのセメントを少量ずつ加え
　練って下さい。

●粘度の調整はセメント量で加減して下さい。（添加量は標準配合比の重量比で20％増量が
　限度です。）

●白色セメントも使用できます。（白色セメント使用の場合は、練り置き時間及び貼り付け時
　間が短くなります。）

２.施工方法
●圧着張りの場合は、3～5㎜厚のクシ目コテでクシ目を立ててタイル張りをして下さい。

●塗りつけ後、直ちにもみ込むように張り付け、タイルが張り付け材と良くなじむように
　たたき板やビブラートなどで充分に圧着して下さい。

●裏足が高いタイル、大型タイルは改良圧着張り又は付けトロ張りが効果的です。

●石材（400角以上）を施工する場合は、止め金具を併用して下さい。

●厚付けをした場合は硬化時間が遅くなりますので、目地詰めは硬化を確認の上施工して､
　下さい。

３.使用上の注意
●タイル及び石材張り以外には使用できません。
●長期の製品在庫品は、浮水分離することがありますので、使用前に良く攪拌して中身を均一にしてご使用
　下さい。
●セメント以外の物は混ぜないで下さい。
●他社品との混練、混合はできません。
●時々塗膜を指触し、皮張りのないことを確認して張り付けて下さい。万一皮張りした場合はかき落とし、
　新しい張り付けモルタルを塗り付けて下さい。
●外部での施工は皮張りが早くなる傾向があります。改良圧着張りでの施工をおすすめします。
●吸水率の高いタイルや下地の場合はプライマー液の塗布又は水打ち処理をして下さい。
●吸水率の高い大理石は、張り付け材のしみ出しがある場合がありますので事前にテスト張りを行い、確認の
　うえ施工して下さい。
●時々タイルを剥がして付着状態を確認して張り付けて下さい。
●下地に付着している、油脂分、ホコリ、レイタンス等は接着不良の原因となりますので除去して下さい。
●収縮の心配のある下地は、伸縮目地を設けて下さい。
●使用した道具は早めに水洗いをして下さい。
●施工時は必要に応じて保護具を着用して下さい。
●施工時は必ず換気を行って下さい。また、施工後も張り付けモルタルが硬化するまではできる限り換気
　を行って下さい。
●使用時、身体に異常を感じた時は直ちに使用を止め、換気のよい場所で安静にし必要に応じて医師の診断を
　受けて下さい。
●目に入った時は直ちに清水で洗い流した後、医師の診断を受けて下さい。
●誤って飲み込んだ時は、直ちに医師の診断を受けて下さい。
●開缶後の保存は、必ず密封をして保管して下さい。また開缶後は早めに使い切って下さい。
●保管は子供の手が届かない箇所で、5～35℃の直射日光の当たらない冷暗所で行って下さい。
●凍結した製品は解凍しても使用できません。

〒442-0835　愛知県豊川市新桜町通３丁目30番地５
TEL 0533-86-5625　FAX 0533-89-1751

タイル用接着剤・セメント混和剤、特殊目地材製造、開発□製造・総販売元

20㎏
ペール缶

［使用方法］

□代理店

荷姿

［お願い］
・本カタログの記載内容は、技術室の資料を基に作成し、信頼し得
るものと確信しております。しかし、現場施工においては、施工箇
所の環境・使用材料・施工条件などが異なるため、すべての条件
を満足するものではありません。確実な施工を行うためにも施工
前に確認試験をされますようお薦めします。
・記載商品の一部内容が、品種の新設・改良・廃止などにより予告
なしに変更される場合があります。


